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多極化する世界と第 6期の地圏資源環境研究部門巻頭言

2025 年 4 月より、今回から 7 年間となる産総研の第
6 期中長期目標期間が始まりました。第 6 期のミッショ
ンは「社会課題の解決と我が国の産業競争力強化に貢
献するイノベーションの連続的創出」です。解決すべき
社会課題として、「エネルギー・環境・資源制約への対
応」、「人口減少・高齢化社会への対応」、「レジリエン
トな社会の実現」の 3 つを掲げ、それらに向けた総合
力の強化として新たに 7 つの実装研究センターも設置さ
れています。これに対応して当部門の体制も一部再編し
ましたが、明治以来変わらない当部門の根本的役割を
維持すると共に、新たな価値の創造にも取り組んで参り
ます。引き続き、ご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたし
ます。

目下、我が国が強く影響を受ける世界情勢は益々混
とんとし、激しく変化し続けています。ウクライナ紛争は
完全終結には至らず、資源国である BRICS やグルーバ
ルサウス諸国が力を伸ばす一方、米国では 1 月 20 日
に第 2 次トランプ政権が発足して様々な改革を断行する
傍ら、最近では我が国に対する 24％も含め、貿易相手
国に対する相互関税を発表して各方面に衝撃が走ってい
ます。今後の行く末は分かりませんが、後から振り返っ
て大きな歴史の転換点であったとしても、残念ながらリ
アルタイムでそう認知することは難しいと思います。例え
ば、今の米国の動きを 1930 年頃の世界情勢のアナロ
ジーとする考えもありますが、当時、高い関税競争から
地域毎のブロック経済化・孤立化に進んだ結果、資源
に乏しい我が国がどう追い込まれて最終的にどうなった
かは、もはや説明不要です。

世界の多極化は、日本ではまだ広く認識されている感
覚ではないと思います。しかし、1 月にはマルコ・ルビオ
米国国務長官もこの言葉を発しており、もはや変化は不
可逆的だと思います。そして、“ 米国第一主義 ” と同様
に、各国それぞれが自国の利益になる行動を取るのが
正しい、という趣旨も彼は述べています。つまり、各国
が独立国として主権を行使し、各国の国益に沿って行動
するのが正しい、ということです。しかしながら、主権は
リアリズムにおいては無条件・平等に与えられるもので
はなく、行使できる主権には立場による強弱があります。

激動の世界情勢において、自国優先に物事を決められ
るためには強い主権が必要であり、それを左右する要素
の一つが食やエネルギーと言った基盤的資源の確保で
す。そしてそれには、搾取ではなく、資源国との Win-
Win の関係を国際的に広げていくことも重要です。当部
門は、資源の安定供給確保と環境面での国内外への貢
献という観点から、多極化する世界に直面する日本にお
いて大いに活躍できると考えています。将来の資源 / エ
ネルギー危機への懸念も含め、深刻な問題が顕在化す
る前に先手を打つことを躊躇せず、我が国を未来に繋げ
るための研究開発を積極的に行いたいと考えます。

以上のようなことを背景に考えつつ、当部門の第 6 期
には、在来・非在来燃料資源、金属・非金属鉱物資
源、地熱・地中熱、地下水、食にも関わる土壌関連、
さらには電力インフラ等に貢献する各種調査といった、
資源エネルギーに直接関わる分野を引き続き発展させる
とともに、各種の環境評価・浄化・活用の研究開発で
は、これまでよりも国際性を意識して活動を一層強化し
て行きたいと考えています。さらに、“ 独立国 ” に不可欠
な長期的戦略に資するためにも、やや長い視座で、各
種の目的基礎研究を深く展開することも重要視したいと
思います。当部門の第 6 期のミッションは、2 月に発表さ
れた GX2040 ビジョンの考え方にも沿って、「『エネル
ギー安定供給確保、経済成長、脱炭素の同時実現』に
貢献して社会の GX 化を促進することを目的として、環
境負荷の最小化を考慮した資源開発や地圏の各種機能
の利活用、地圏環境の評価や
浄化のための、調査、研究、
技術開発ならびに知的基盤整
備を行う」、という方向性を考
えています。社会に価値ある
良い成果を創出していくため
には、社会の様々な方々と協
力させて頂くことが肝要だと考
えております。多様な活動を
進めて参りますので、ぜひ、
お気軽に当部門にお近づきに
なって頂ければ幸いです。

研究部門長
相馬 宜和 
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第 6期の地圏資源環境研究部門の研究開発体制
第 6 期の地圏資源環境研究部門の研究開発体制は、

他の組織再編・新設とも連動させながら、資源と環境に
関わる公的研究機関としての基本を改めて見つめ直すと
ともに、社会との接点に関わる活動の明確化、および、
産総研技術の社会実装を加速するため全所的な取組
み：実装研究センターとの円滑な連携を大きな方向性と
して、改めて 9 つの研究グループとして再構成しました。
これまで、当部門の基本的な枠組みとして “ 資源 ”、“ 環
境 ”、“ 技術 ” を掲げておりましたが、これを維持しなが
ら 3 つの研究グループ（以下、RG）を設置しました。

地圏資源化学 RG は “ 資源 ” の枠組みに位置付け、
近年の珪砂・粘土等の非金属鉱物資源の国内枯渇の懸
念や、機能性鉱物材料への社会実装ニーズの高まり、
さらには新たな資源の創出も見据えた基礎研究におい
て、他グループや実装研究センター等と連携しながらコ
アとなって活動します。地圏サステナビリティ評価 RG は
“ 環境 ” の位置付けで、地球化学的な研究活動と合わせ
て、経済的な側面、社会科学的な側面も意識しているこ
とが特徴です。いわゆる “ 社会的受容性 ” は当部門のあ
らゆる研究活動にも関わる大きな問題ですが、その重要
性を認識しつつも、これまで当部門のカバーする範囲に
おいて十分に踏み込んで検討することは出来ていません
でした。今回の再編では、この部分での RG 間シナジー
にも期待しています。最後に生物地球科学 RG は、これ
までの地圏微生物 RG を基に地球化学分野の研究者が
加わり、地下生命圏を包括的に理解することで、やや長
いスパンで地下微生物の機能を実用的に活用する革新
的な技術開発に繋げることを期待して再編しました。そ
の他の RG は形としては第 5 期から継続ですが、新 RG
や実装研究センターとの関係から、一部メンバーの交代
や兼務の追加等をしており、それぞれに学術分野の広

がりや部門内および所内での連携性が強化されてい 
ます。

ここで、実装研究センター等との関係を説明します。
当部門は、CCUS 実装研究センター（以下、CCUS 実装
RC）、ネイチャーポジティブ技術実装研究センター（以
下、NP 実装 RC）、レジリエントインフラ実装研究セン
ター（以下、レジリエント実装 RC）の 3 つに深く関係
し、それぞれに研究員を送り出すことになりました。
CCUS 実装 RC には、旧 CO2 地中貯留 RG から 5 名異
動し、徂徠首席研究員が副研究センター長・兼 CO2 地
中貯留研究チーム長に着任しています。NP 実装 RC には
当部門の環境系の研究員が 10 人程度参画し、地圏サ
ステナビリティ評価 RG の保高グループ長が副研究セン
ター長に就くとともに、地圏環境リスク RG 原グループ長
が自然資本 DB 構築・価値解析研究チーム長に着任し
ています。レジリエント実装 RC では、物理探査 RG 神
宮司グループ長がスマート監視技術研究チーム長に着
任したことに加え、3 名の研究員も参加しています。全部
で 19 名の研究員が実装研究センターに異動になるので
一見大きな痛手に見えますが、実は、全メンバーがマ
ザーユニットとして当部門に兼務を掛ける体制になって
おり、これまでの活動の大部分を維持できる形です。他
にも、産総研第 3 期から続く再生可能エネルギー研究
センター（地熱 / 地中熱研究チーム）からの兼務を含
め、当部門は、産総研技術の社会実装を加速するため
全所的な取組みとの強い接点を新たな橋頭保橋頭堡と
して積極的に活用し、より大きな連携研究体制の構築や
新たな業界とのコネクションの獲得、そして、研究その
ものの深化などに繋げていく所存です。第 6 期の新体制
では、オール産総研をも背景において、当部門は新た
な研究展開と価値の創造を目指して参ります。
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TEN BIG NEWS ITEMS

2024
Ten Big News Items of the Research Institute

for Geo-Resources and Environment

当研究部門では、顕著な研究成果及び取り組み等を、年毎に部門十大ニュースとして選定しています。
2024 年の部門十大ニュースの概要をここに紹介します。

研究成果 研究概要

微生物を活用し
た鉱山廃水処理
システムの開発
に成功

　産業技術総合研究所と秋田県立大学の共同研究グループは、
Mn 酸化細菌を活用した坑廃水処理システムを開発し、パイロッ
トスケールで現地試験を実施してきました。その結果、有機物無
供給、処理時間 12 時間の運転条件において、20 mg/L の Mn(II)
イオンに対して 98% 以上の除去率を達成することができました。
これまで Mn 酸化細菌を利用した廃水処理では有機物供給が必要
と考えられてきましたが、本研究によって、有機物を供給しな
くても坑廃水を高効率で処理できることが明らかになりました。

土壌中のナノプ
ラスチック濃度
の 測 定 技 術 を 
開発

　近年、増え続けるプラスチックごみが社会問題となっており、
1 µm 以下のプラスチックであるナノプラスチックによる人体へ
の影響が懸念されています。しかし、従来手法で検出できる土
壌中プラスチックの最小サイズは約 1 µm であるため、土壌中の
ナノプラスチックの分布状況は明らかになっていません。今回
開発した技術は、ナノプラスチックと土壌粒子の吸光度スペク
トルの差を利用して、従来法では難しかった土壌試料中のナノ
プラスチック濃度を算定できるようになりました。

深部地下環境で
生きるバクテリ
アの新奇なサバ
イ バ ル 戦 略 を 
発見

　地下堆積物環境での微生物の活動を解明するため、地質調査
総合センターと生命工学領域が連携し、天然ガス田から新門バ
クテリア IA91 株を培養しました。IA91 は細胞壁合成を他の菌
に委ねることでエネルギーを節約する特性を持ち、無酸素環境
での生存に寄与していると示唆されました。この成果は世界初
の門レベル新種培養の一例として、学術界で高評価を受け、微
生物学トップジャーナル・教科書へ掲載されました。

新規バクテリアIA91一般的な
バクテリア

細胞壁を合成

MPを取込み
細胞壁を合成リサイクル

MP

×

細胞壁を分解

地下微生物が天
然ガスの起源を
偽装 !?

　天然ガスには、微生物が作り出す「生物起源」と地下深くで
熱によって発生する「熱分解起源」の２種類があります。今回、
我々は、地下に生息するメタン菌が熱分解起源の天然ガスの「指
標」を自ら作り出す生物起源のものに変えてしまうことを発見
しました。これにより、これまでの天然ガスの起源や資源量に
関する情報が大きく変わる可能性があり、これまで見落とされ
ていた新たな天然ガス鉱床の発見につながることが期待され 
ます。

軟岩の変形に伴
う浸透率の最大
変化量は力学的
基礎物性に依存

　本研究は、北海道苫小牧の CCS 実証試験サイトを含めた全国
各地の軟岩を対象に、せん断・透水実験を実施し、岩石の変形
に伴う透水係数（水理）の変化を調べました。得られた水理と
力学の関係については力学の基礎物性である脆性度指標で体系
化が可能であることを見出しました。つまり貯留対象となる岩
盤の脆性度指標を予め把握することで、CO2 圧入で想定される岩
盤の変形の際の透水係数の変化がどの程度なのかを予測できる
可能性が示されました。
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研究成果 研究概要

水道管更新の常
識かえる新探査
手法 - 非破壊電
気探査（高周波
交流電気探査）
による腐食性土
壌調査 -

　高度成長期に整備された水道管の老朽化が進む中、信頼性の
高い腐食リスク評価には、現地の土壌比抵抗などのデータが不
可欠です。しかし、従来の掘削調査は非効率で高コストでした。
これに対し、非破壊電気探査技術を使えば、舗装を壊さずに広
範囲の土壌比抵抗を測定し、水道管の腐食リスクを効率的に把
握できます。さらに、AI を活用した管理システムと連携するこ
とで、予防保全や更新計画の最適化が期待され、国内外への普
及も期待されています。

微小域元素組成
に基づいた鉱物
相や単体分離性
の定量的な評価
が可能に

　未利用鉱物資源の開発を目指し、鉱石中の主成分と微量成分
の定量評価に基づいた粒子解析技術を開発しました。本技術で
は、分析領域の鉱石粒子を自動識別し、主たる鉱物種の同定を
行うとともに、微量成分の単体分離性などの評価をすることが
できます。この技術は、経済的価値の高い微量成分も考慮した
開発に活用でき、従来の技術では開発が困難であった鉱石の資
源価値を引き出せる可能性があり、鉱物資源の安定供給に寄与
することが期待されます。

銀に富む銅鉱物
銀に乏しい銅鉱物
脈石鉱物

Fe Cu S

Si Mo Ag

100 µm

各元素のマッピングデータ 元素組成に
基づく鉱物相分類

大井川下流域に
おける地下水の
地図を整備

　地下水研究グループは、知的基盤整備計画の一環で「水文環
境図」を作成しており、令和 6 年度に No. 15「大井川下流域」
を WEB で公開しました。大井川下流域は、大井川扇状地の上
に都市が広がり、地下水の利用が盛んな地域です。本地域では、
地下水の大半が大井川の河川水によって涵養され、河川から離
れた地域にまで及ぶことが分かりました。このような地下水の
情報は、地域における健全な水循環を実現するうえで欠かせな
いものです。

中国地方の表層
土壌評価基本図
の刊行

　中国地方の表層土壌調査の地球化学情報およびそれらの自然
由来バックグランド情報を基に人体リスク評価データを見える
化した表層土壌評価基本図～中国地方～を刊行しました。土壌
化学成分のバックグラウンド情報より算出したヒト健康リスク
情報は、汚染が発覚した際の汚染浄化や各種インフラ整備時の
環境対策を講じるために活用できる情報です。

受賞 受賞者

The CSSJ Young Researdher’s Award 西木悠人

第 13 回環境放射能除染研究発表会 
優秀ポスター発表賞 高田モモ・保高徹生・鈴木薫

2023 年度岩の力学連合会技術賞 宮崎晋行・矢野雅大・宮本哲臣

日本粘土学会 学会賞
「火山灰風化土壌に含まれるナノ物質および

その類縁化合物の合成と省エネに向けた応用展開」
鈴木正哉

RESOURCE GEOLOGY
BEST Article Award 2023 受賞 天谷宇志・黒澤正紀
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退職の
ご挨拶

　　燃料資源地質研究グループ　中嶋 健

　私は平成元年（1989 年）に地質調査所に入所し、
海洋地質部に配属されました。日本周辺海域等の海洋
地質調査に携わることになり、それまでの陸上の地質
学から海洋地質学、堆積学への専門換えを行いました。
当時、海洋地質部には、学会で活発にご活躍されてい
る個性的な諸先輩方がたくさんおられ、その中で刺激
を受けて揉まれ、少なからず影響を受け、自身の研究
成果を国際的に発信することに意義を感じて取り組ん
でおりました。
　1999 年から 2000 年にかけて、北海油田の基地、
ノルウェーのベルゲン大学で在外研究を行う機会をい
ただき、初めて石油地質学に取り組んだことが研究の
転機となりました。ベルゲン大学では石油開発企業か
ら資金を得て、企業と共同で研究を行っていましたが、
そのスタイルは当時の私には大変新鮮でした。折しも
地質調査所では独法化に向けた組織改変が議論されて
いる頃で、堆積学が専門で、陸上と海洋の両方の経験
がある私には、燃料資源のミッションこそが、自分を
最も活かせる道であり、今後は社会、特に産業界の役
に立つ研究を目指さなければならないと考えるに至り
ました。
　帰国後、2001 年の独法化による産総研発足ととも
に、地圏資源環境研究部門の燃料資源地質研究グルー
プに移りました。しかしノルウェーとは異なり、当時
の日本の在来型の石油・天然ガス探鉱には斜陽の気配
が漂い、当時注目され始めたメタンハイドレートに
至っては、まだ夢の段階でした。そのため、燃料資源
地質研究グループは、人員も予算も乏しい弱小グルー
プでしたが、周囲の方々は大変温かく、自由に研究さ
せていただいたことで幸せな研究生活を送ることがで

きました。部門・グループの方々には感謝しかありま
せん。
　数年後、徐々に民間企業からお話をいただくよう
になり、ようやく産総研発足時の目標に向けて歩み
出すことができました。メタンハイドレートが国プロ
で動き出す一方、民間企業のご支援のおかげで在来型
燃料資源の研究を続けることができました。その後、
2011 年の東日本大震災による原発停止に伴い、一時
的に天然ガスが脚光を浴びることはありましたが、や
がてカーボンニュートラルの波が押し寄せ、コロナ禍
の需要の減退もあって燃料資源研究は、大きな逆風に
さらされることになります。一時は、身を潜めて燃料
資源の研究を行っているような気持ちでしたが、そん
な中でも民間からの要請は絶えることがありませんで
した。2024 年 12 月の地圏資源環境研究部門成果報
告会では、20 年ぶりに燃料資源をテーマに取り上げ
ましたが、どれほど関心を持ってもらえるのかわから
ず、恐る恐る準備していました。蓋を開けてみると、
成果報告会は大盛況で、多くのポジティブな反応をい
ただきました。改めて、民間の強い関心が、CCS 等の
環境調和技術を活用しながら燃料資源の開発を推進し
ていくことに向いていることを確認することができま
した。143 年前の地質調査所の発足以来、絶えること
なく続いてきた燃料資源研究の重要性を再確認すると
ともに、目先の浮沈に囚われることなく、資源の安定
供給に取り組むことの大切さを教えられたように思い
ます。
　最後に、36 年間の研究生活を支えて下さった全て
の方々に感謝し、厚く御礼申し上げます。

研究室にて（2017 年 4 月）

釧路調査にて（2010 年 7 月）
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退職の
ご挨拶

　　部門付き（元地圏メカニクス研究グループ）　及川 寧己

　私は昭和最後の年となる 63 年（1988 年）に当
時の通商産業省工業技術院公害資源研究所（その後
1991 年に資源環境技術総合研究所に改称、現在の産
総研西事業所に相当）に入所しました。所属グループ
は地熱エネルギーの研究を行っており、高温岩体発電
に係わる研究にしばらく従事することになります。
　入所して 3 年目の 1990 年に当時の工業技術院サン
シャイン計画推進本部へ 1 年間出向しました。本人も
世間がよく分からないまま出向し、役に立ったかどう
かだいぶ心もとないですが、なんとか 1 年勤めました。
その当時地調からも中堅の方が出向されていて、いろ
いろ助けていただきました。ありがとうございました。
この時の経験は、後の研究人生にけっこう影響してい
ると思います。
　高温岩体の研究では、夏から秋にかけて毎年のよう
に、山形県の肘折にあった現場実験場で、循環試験等
の温度・圧力・流量を主とする各種の現場データを取
りに出かけたのが思い出されます。肘折は豪雪地とし
て有名で、今でも冬場になるとニュースで取り上げら
れることもしばしばあり、見覚えのある景色の映像も
流れたりします。当時の高温岩体の開発研究は NEDO
主体で民間企業等も参加して実施されていました。そ
して研究所の高温岩体関係者はプロジェクト担当とし
て継続的に NEDO に出向していました。私も最後の方
で順番が回ってきて、ちょうど工業技術院が産総研に
なるタイミングで出向しました。2000 年の 11 月か
ら 2002 年の 3 月までの期間で、最後の長期循環試験

（2 年度に渡って実施）の 1 年目をカバーする形にな

ります。プロジェクト終了後にはとりまとめをするこ
ととなり、出向から戻ってしばらくの間、委員会の事
務局として取り組みました。成果は「次世代地熱開発
技術の現状と将来　―肘折高温岩体プロジェクトの検
証―」（2004 年 6 月）として冊子にまとめるととも
に、国内や国外の学会で PR に務めました。図 1 に高
温岩体発電の概念ベースとなった米国フェントンヒル
プロジェクトからの進歩をまとめたものを示します。
2000 年あたりから停滞していた国の地熱エネルギー
の研究や開発の促進は、2011 年の東日本大震災をきっ
かけに自然エネルギーが見直されたことにより復活す
ることとなり、近年は新たな地熱発電所が幾つか運開
するなど良い方向に変わってきていると思います。
　高温岩体の研究の中で個人のテーマとしては高温の
地下岩盤の地圧計測に関する研究に取り組みました。
地熱関連の研究に一区切りを付けた後は、放射性廃棄
物の地層処分に係わる研究として、地下坑道周りの岩
盤安定性に関する研究や CO2 の地中貯留に係わる研究
として、地中に圧入した CO2 を閉じ込める役割を担う
キャップロックの長期的力学的安定性に関する研究に
取り組みました。東日本大震災をきっかけに、西事業
所から第七事業所に引っ越すことになったのは大変で
したが、入所以来 37 年に渡り、岩石実験という基礎
的なテーマに継続的に取り組んで来られたのは、皆様
方のご理解とご支援があったからと思います。感謝い
たします。今後も GSJ 内での岩石実験への貢献に微力
をつくしていきたいと思います。

図 1　高温岩体（HDR）発電技術の進歩 図 2　学会にて（2005 年 4 月）
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参加報告

The 12th KIGAM-AIST Joint Workshop on CO2 Geological Storage 参加報告

2024 年 12 月 2 日～ 12 月 3 日に韓国済州島で開

催 さ れ た The 12th KIGAM-AIST Joint Workshop on 

CO2 Geological Storage に 参 加 し ま し た。 本 ワ ー ク

ショップは、韓国の地質調査所にあたる KIGAM と産

総研、双方の CO2 回収・地中貯留 (CCS) 技術に関する

研究者の交流、及び情報交換を目的に年 1 回行われて

きました。コロナ禍の影響もあり 2020 年以降開催で

きない年が続いていましたが、昨年５年ぶりにワーク

ショップを開催する運びとなりました。産総研からの

参加者の多くは 12 月 1 日夜に韓国へ到着し、その後

ワークショップの前夜祭のような雰囲気で韓国風焼肉

を KIGAM 側の参加者と囲みました。双方、過去のワー

クショップに参加された方が今回も多く出席していた

ため、皆久しぶりの再会を喜び合い、翌日に向けた良

いアイスブレイクとなりました。

翌 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ は、KIGAM の Dr. Seung-

Woo Lee と中尾総合センター長の開会の挨拶から始ま

り、KIGAM と産総研それぞれ８件ずつの研究発表が

行われました。韓国では、これまで CCS の実証試験

が行われていませんでしたが、本ワークショップでは

サイトスクリーニングや CO2 の回収・貯留システムの

最適化に関する発表がなされ、脱炭素社会の実現に向

けて韓国内でも CCS の重要性が増していることを感

じました。産総研からは、従来の帯水層貯留を対象と

したジオメカニクスやモニタリング技術に関する研究

に加え、CO2 を媒体とするカーボンリサイクル CO2 地

熱発電や化学的風化作用の促進によって CO2 を吸収す

るネガティブエミッション技術など、幅広い研究内容・

技術開発に関する発表が行われました。発表後の質疑

応答では闊達な議論が交わされましたが、多くの参加

者がワークショップ後の懇親会や翌日のフィールドト

リップの間も互いの研究について語り合い、積極的に

情報交換を行うとともに親睦を深めていました。

フィールドトリップは済州島から船で渡った先にあ

る Chagwi-do 島で行われました。済州島は噴火を繰り

返して形成された火山島で島内に複数の火砕丘や溶岩

洞窟があり、その一部は 2007 年に「済州の火山島と

溶岩洞窟」としてユネスコ世界自然遺産に指定されて

います。Chagwi-do 島もスコリア丘やタフリング、溶

岩からなる島で、１時間ほどかけて歩いて巡り、雄大

な景色を楽しみつつ島の成り立ちについて学ぶことが

できました。当日は風が非常に強く外にいると凍える

ようでしたが、KIGAM の方が「強風と玄武岩が済州

島の名物だ」と仰っていたので、地元の名物を 1 日で

楽しめたと考えるとお得です。2 日と少しの時間でし

たが、中身の濃い時間を過ごさせていただき、有意義

で素晴らしいワークショップとなりました。

物理探査研究グループ（元 CO2 地中貯留研究グループ）　堀川 卓哉

ワークショップにて地圏資源化学研究グループ（元 CO2
地中貯留研究グループ）の西山主任研究員が発表

フィールドトリップで訪れた Chagwi-do 島の風景
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